
２０２０年 10月 1日（木） 在 京 花 巻 人 第61号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
な
か
な
か
収
ま
ら
な

い
中
、
会
員
な
ら
び
に
花
巻

に
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
恙
が
な
く

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
ど
う
か
感
染
す
る
こ
と

無
く
、
無
事
に
こ
の
危
機
を

乗
り
越
え
ら
れ
る
こ
と
を
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

は
、
世
界
的
に
経
済
に
大
き

な
打
撃
を
与
え
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
格
差
拡
大
や
環
境

破
壊
な
ど
の
ひ
ず
み
を
炙
り

出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
し

か
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
類

の
移
動
や
生
活
圏
の
拡
大
が

自
然
環
境
を
大
き
く
変
え
た

こ
と
で
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス

を
蔓
延
さ
せ
た
可
能
性
が
高

い
と
の
こ
と
。
こ
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
我
々
人
間
の
営
み

が
つ
く
り
出
し
た
も
の
だ
と

す
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
後
の

社
会
を
ど
う
建
て
直
す
の

か
、
私
達
一
人
一
人
に
難
し

い
課
題
が
突
き
付
け
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

さ
て
、
既
に
会
報
6
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う

に
、
7
月
に
予
定
し
て
い
た

「
在
京
花
巻
人
の
つ
ど
い
」

は
中
止
と
な
り
、
11
／
28
に

予
定
し
て
い
る
歩
こ
う
会
も

来
年
３
月
へ
の
再
延
期
を
検

討
中
で
す
。
一
方
、
10
月
予

定
の
県
連
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、

在
京
花
巻
ふ
る
さ
と
会
の
在

京
石
鳥
谷
町
人
会
、
在
京
東

和
町
友
会
も
そ
れ
ぞ
れ
今
秋

の
「
総
会
と
集
い
」
を
中
止

す
る
と
の
こ
と
で
す
。
10
月

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

　
　
　

在
京
花
巻
人
会
の
活
動

在
京
花
巻
人
会
会
長　

瀬
川　

紘
一

～
11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

首
都
圏
の
花
巻
物
産
展
や
花

巻
市
フ
ェ
ア
な
ど
に
つ
い
て

も
、
花
巻
観
光
協
会
が
今
後

の
状
況
を
見
て
判
断
す
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

一
つ
残
念
な
お
知
ら
せ
で

す
が
、
１
０
０
年
以
上
の
歴

史
を
持
つ
在
京
大
迫
人
会
が

今
年
3
月
を
も
っ
て
休
会
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会

員
の
高
齢
化
に
よ
る
会
員
減

少
な
ど
で
今
後
の
活
動
の
継

続
は
難
し
い
と
判
断
さ
れ
た

よ
う
で
す
。
な
お
、
18
名
ほ

ど
の
会
員
の
方
々
が
在
京
花

巻
人
会
に
加
入
し
た
い
と
の

意
向
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

7
月
の
総
会
で
皆
様
に
ご
了

解
を
頂
く
積
り
で
し
た
が
、

休
止
の
た
め
本
紙
で
会
員
の

皆
様
の
ご
了
解
を
頂
き
た
く

存
じ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
を

暖
か
く
迎
え
て
頂
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

総
会
休
止
の
た
め
総
会
で
ご

審
議
頂
く
議
題
を
こ
の
紙
上

で
ご
承
認
頂
く
こ
と
に
致
し

令和３年度令和３年度
「第35回在京花巻人のつどい」「第35回在京花巻人のつどい」

のお知らせのお知らせ
日時：令和３年７月10日（土）11時～14時
会場：東京ガーデンパレス
住所：東京都文京区湯島1-7-5
電話：03-3813-6211
アクセス：JR御茶ノ水駅　聖橋口

ま
し
た
。
2
頁
に
各
議
題
の

説
明
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
在
京
花

巻
人
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
今
年
の
お
盆
は

帰
省
を
控
え
た
と
い
う
方
が

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
花
巻
は
、
い
つ

も
よ
り
寂
し
い
お
盆
が
過

ぎ
、
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
花
火
大
会
「
光
と
音
の

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
等
は
中

止
、
花
巻
ま
つ
り
の
中
止
で

例
年
行
わ
れ
て
い
た
各
町
内

の
山
車
づ
く
り
も
な
い
静
か

な
夏
が
終
わ
り
、
秋
を
迎
え

て
い
ま
す
。

全
国
で
唯
一
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
が
確
認

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
岩
手
県

に
お
い
て
も
、
７
月
末
に
初

め
て
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
も

続
け
て
感
染
が
確
認
さ
れ
る

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

花
巻
市
で
は
、
庁
舎
や
公

共
施
設
で
の
感
染
予
防
の
ほ

か
、
７
月
に
は
市
内
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
実
施
で
き
る
花

巻
・
遠
野
地
域
外
来
・
検
査

セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
な
ど

感
染
拡
大
対
策
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
外
か
ら
の
観

光
客
の
減
少
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
等
に
伴
い
、
観
光

業
、
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
等
を
中
心
に
地
域
経
済

に
甚
大
な
影
響
が
出
て
お

り
、
特
に
市
の
代
表
的
な
観

光
資
源
で
あ
る
花
巻
温
泉
郷

へ
の
入
込
客
数
が
大
幅
に
減

少
し
、
全
国
的
に
感
染
の
収

束
が
見
通
せ
な
い
ま
ま
非
常

に
苦
し
い
状
態
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
国
か
ら
の
交
付
金

を
活
用
し
な
が
ら
、
温
泉
宿

泊
者
等
へ
の
助
成
に
よ
る
温

泉
宿
泊
施
設
等
の
利
用
促

進
、
飲
食
店
等
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
利
用
時
に

ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
付
与
に

よ
る
売
上
ア
ッ
プ
へ
の
応
援

な
ど
様
々
な
支
援
策
を
講
じ

て
お
り
、
今
後
も
、
市
内
の

花
巻
市
の
近
況
に
つ
い
て

花
巻
市
地
域
振
興
部
長　

菅
野　

圭

ま
す
の
で
、
ご
承
認
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
場
企
業
に
活
気
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

一
方
で
、
７
月
に
上
町
の

マ
ル
カ
ン
ビ
ル
内
に
「
花
巻

お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
が
、
８

月
に
は
轟
木
に
道
の
駅
「
は

な
ま
き
西
南
」
が
オ
ー
プ
ン

す
る
な
ど
市
内
に
は
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
も
流
れ
て
お
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、「
在

京
花
巻
人
の
つ
ど
い
」
が
中

止
と
な
り
、
残
念
で
す
が
皆

様
に
ご
挨
拶
す
る
機
会
を
逸

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年

度
に
は
、
た
と
え
感
染
対
策

を
取
り
な
が
ら
で
あ
っ
て

も
、
皆
様
と
お
会
い
で
き
る

状
況
に
な
っ
て
い
れ
ば
と
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

花
巻
人

在
京

（１）

東 京 都 千 代 田 区 飯 田 橋
4-4-8 東京中央ビル603号
電 話 03-6256-8082

連 絡 事 務 所
発 行 　 在 京 花 巻 人 会



２０２０年 10月 1日（木）在 京 花 巻 人第61号

収　入 　　　　　　　　　　　　　単位円

予算額 決算額 比較増減 摘　　要

840,000 795,000 △45,000 年会費265人×3,000円

300,000 300,000 0 花巻市より

189,853 189,853 0 　　年度残高

0 31,002 31,002 寄付金、利息２円　

1,329,853 1,315,855 △13,998

支　出 　　　　　　　　　　　　　単位円

予算額 決算額 比較増減 摘　　要

総　　　会 250,000 220,117 △29,883 7/6「つどい」補助

会報年３回発行　印刷料486,072
事 郵便料145,906

業 親睦交流 50,000 45,312 △4,688 歩こう会２回

役員活動 0 0 0

1,000,000 897,407 △102,593

5,000 3,611 △1,389 お茶代

年会費振込手数料 43,920　郵便料19､510
封筒作成27,540 ｲﾝｸ､ﾄﾅｰ36,897、他

20,000 20,000 0 在京花巻ふるさと会負担金

集い･集合写真　郵便料17,892
香典10,000

329,853 211,375 △118,478

1,329,853 1,108,782 △221,071

　　　　　　　　（収入）1,315,855円－（支出）1､108,782＝収支差額207,073円

     繰越残高内訳

普通預金　　Ｎｏ.２７２５７２２　 残高207,073円

会報発行

27,892

年 会 費

小　　計

在京花巻人会令和元年度決算報告書(H31.4.1～R2.3.31)

700,000 631,978 △68,022

　　　　　　令和元年度収支決算書について監査した結果

みずほ銀行　銀座支店

合　　計

科　目

科　目

小　　計

会 費

補 助 金

繰 越 金

雑 収 入

0

170,000事 務 費 159,872 △10,128

合　　計

会 議 費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            監査　　　照井　春男

△106,961

費近隣ふるさと会 0 0

予 備 費 134,853

　　　　　　計数並びに関係諸帳簿とも適正に処理されていることを認めます。

　　　　　　　　            　令和２年３月３１日　　　監査 　　 照井　稔

収　入 　　　　　　　　単位円
平成31年度 令和２年度 平成31年度

予　　算 予　　算 実　　績

840,000 825,000 795,000 △15,000 年会費275人× 3,000円

300,000 300,000 300,000 0 花巻市より

189,853 207,073 189,853 17,220

0 0 31,002 0

1,329,853 1,332,073 1,315,855 2,220

支　出 　　　　　　　　単位円
平成31年度 令和２年度 平成31年度

予　　算 予算 実　　績

総　　会 250,000 300,000 220,117 50,000 「つどい」に補助

事 会報発行 700,000 700,000 631,978 0 会報３回発行

業 親睦交流 50,000 40,000 45,312 △10,000 歩こう会２回

役員活動 0 0 ０ 0

1,000,000 1,040,000 897,407 40,000

5,000 5,000 3,611 0 お茶代

年会費振込料50,000
封筒30,000
郵便料20,000　他

20,000 20,000 20,000 0 在京花巻ふるさと会負担金

134,853 97,073 27,892 △37,780

329,853 292,073 211,375 △37,780

1,329,853 1,332,073 1,108,782 2,220

予算比較増減

科　　目 予算比較増減 摘　　要

摘　　要

雑 収 入

合　　計

合　　計

事 務 費 170,000

会 議 費

年 会 費

予 備 費

小　　計

在京花巻人会令和2年度予算（案）

繰 越 金

0 0 ０ 0

会 費

補 助 金

科　　目

小　　計

費近隣ふるさと会

170,000 159,872 0

議�

題
１　

令
和
元
年
度
活
動
報
告
と
決
算

（
監
査
済
み
）

「
令
和
元
年
度
の
活
動
報
告
」

１
．�

会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
活
動

　

①�

会
報
「
在
京
花
巻
人
」
の
発
行
：
年
３

回
、
６
月
９
０
０
部
、
10
月
、
１
月
各

６
０
０
部
。

　

②�

メ
ル
マ
ガ
「
熊
タ
イ
ム
ズ
」
の
発
行
：

８
月
、
11
月
、
１
月
発
行
。

　

③�

第
34
回
「
在
京
花
巻
人
の
つ
ど
い
」
開

催
：
７
／
８
（
土
）
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
で
開
催
、
総
会
も
恙
な
く
終
了
、

１
２
０
余
名
の
参
加
。

　

④�

「
歩
こ
う
会
」
の
実
施
：
５
／
25

（
土
）、
11
／
17
（
土
）
実
施
。
各
40
余

名
参
加
。

２
．�

花
巻
市
へ
の
支
援
・
協
力
活
動

　

①�

花
巻
市
物
産
展
の
応
援
：
６
月
銀
河
プ

ラ
ザ
「
岩
手
花
巻
物
産
展
」、
10
月
ア

リ
オ
川
口
の
「
観
光
物
産
展
」、
11
月

大
宮
駅
「
い
わ
て
産
直
展
」、
２
月
花

巻
産
直
市
in
平
塚
を
応
援

　

②�

地
元
花
巻
の
情
報
発
信
活
動
：
会
報

「
在
京
花
巻
人
」
や
メ
ル
マ
ガ
「
熊
タ

イ
ム
ズ
」
で
地
元
花
巻
の
情
報
発
信

３
．�「
在
京
花
巻
ふ
る
さ
と
会
」
と
し
て
の

活
動

　

①�

「
花
巻
ま
つ
り
ツ
ア
ー
」
の
実
施
：
在

京
花
巻
人
会
が
幹
事
と
な
り
、
９
／
14

～
15
、
53
名
の
参
加
者
を
得
て
花
巻
ま

つ
り
と
大
迫
ワ
イ
ン
祭
り
の
ツ
ア
ー
を

実
施

　

②�

飯
田
橋
事
務
所
の
管
理
・
運
営
業
務

※�

な
お
、
令
和
元
年
度
は
理
事
会
を
合
計
26

回
開
催
。

「
令
和
元
年
決
算
（
監
査
済
み
）」
表
参
照

議�

題
２　
令
和
2
年
度
活
動
計
画
案
と
予
算
案

「
令
和
２
年
度
活
動
計
画
案
」

１
．�

会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
活
動

　

①�

会
報
「
在
京
花
巻
人
」
の
発
行
：
６

月
、
10
月
、
１
月
の
３
回
発
行

　

②�

メ
ル
マ
ガ
「
熊
タ
イ
ム
ズ
」
の
発
行
：

8
月
、
11
月
頃
、
2
月
頃
発
行

　

③�

「
歩
こ
う
会
」
の
実
施
：
第
28
回
は
来

年
３
月
に
延
期

２
．�

花
巻
市
へ
の
支
援
・
協
力

　

①�

今
秋
の
花
巻
観
光
・
物
産
展
：
未
定

　

②�

地
元
花
巻
の
情
報
発
信
：
会
報
、
メ
ル

マ
ガ
で
情
報
発
信

３
．�「
在
京
花
巻
ふ
る
さ
と
会
」
と
し
て
の

活
動

　

①�

交
流
イ
ベ
ン
ト
・
催
事
：
全
て
未
定

　

②�

飯
田
橋
事
務
所
の
管
理
・
運
営
業
務
：

継
続

４
．�

会
費
の
納
入
を
以
下
の
通
り
お
願
い
す

る
。

・
年
会
費　

一
世
帯　
３
，０
０
０
円

・
納
入
期
限　

3
月
末
日

「
令
和
２
年
度
予
算
案
」
表
参
照

議�

題
３　
「
在
京
大
迫
人
会
休
会
に
伴
う
会

員
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
」

在
京
大
迫
人
会
は
今
年
3
月
に
休
会
す
る

と
の
決
定
に
伴
い
、
内
村
正
明
会
長
よ
り
在

京
花
巻
人
会
に
対
し
18
名
の
会
員
の
受
け
入

れ
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
内
村
会
長
か

ら
、
在
京
花
巻
人
会
へ
の
入
会
希
望
者
へ
の

対
応
に
関
し
て
、
要
望
は
一
切
出
て
お
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
こ
の
依
頼
を
受
け
入
れ
る
こ

と
は
、
在
京
花
巻
人
会
が
今
後
大
迫
地
区
を

含
め
て
会
を
運
営
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
諮
り
す
る
べ
き
と

判
断
し
ま
し
た
。

理
事
会
の
意
向
と
し
ま
し
て
は
、
在
京
大

迫
人
会
の
窮
状
に
鑑
み
こ
の
依
頼
を
受
け
入

れ
た
い
と
考
え
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
諸

般
の
事
情
を
お
汲
み
取
り
頂
き
ご
承
認
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
に
関
す
る
ご
質
問
、
ご
意
見
を
伺
い
ま
す

別
紙
フ
ァ
ッ
ク
ス
用
紙
に
氏
名
・
電
話
番

号
を
ご
記
入
の
上
送
付
頂
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
出
来
る
だ
け
早
く
ご
返
答
を
差
し
上

げ
る
べ
く
努
力
致
し
ま
す
が
、
内
容
に
よ
っ

て
は
暫
く
猶
予
を
頂
く
こ
と
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

令
和
２
年
度

総
会
議
題
承
認
の
お
願
い

（２）



２０２０年 10月 1日（木） 在 京 花 巻 人 第61号

花巻市は活力あるまちなかの再生に向けて「リノ
ベーションまちづくり」に取り組んでいます。この
狙いは空き店舗や空き地などを使い、公民連携して
新しいビジネスとまちづくりの担い手を生み出すこ
とにあります。
リノベーションまちづくりを実践しながら学んで
もらうため、市はリノベーションスクールを平成29
年からこれまで３回開催、延べ62人が受講。その中
から10人が市内でビジネスを起こし、６事業所が開
業。又、JR花巻駅東側の中心部では15店舗が開業、
40人以上の新規雇用が生まれています。さらに開業
準備をしている案件が２件あります。

市内のリノベーシ�
ョン事例としては、
花巻中央広場でのマ
ルシェやパーティー
などの催し、JR花巻
駅東口にある旧民芸
品店をビール醸造所�
兼カフェに改装した
「Lit�work�place」、
吹張町の花月堂ビルを改装してシェアキッチン・イ
ベントスペース、建築相談所の開設（予定）、などが
あります。� （花日和2020/3春号より）

岩手県の新型コロナ感染者は９/25現在23名です
が、花巻市ではまだ感染者は出ていません。市は、
４/７に国が発出した「緊急事態宣言」に合わせて、
市民の感染拡大防止のための様々な対策を実施する
とともに、５月以降は感染症による被害への支援策
に取り組んでいます。
国、県、市レベルで事業者や個人向けに給付金や
緊急融資、支援金などが支給されています。国は特
別定額給付金（10万円）や持続化給付金など、県も
各種の緊急支援事業費など多くの支援策がある中、
菅野部長のコメントにもあったように花巻市ならで
はの支援策が注目です。

市民を対象とした花巻の温泉宿泊施設の日帰り入
浴支援（1000円）と宿泊支援（2000円～ 4000円）
がその一つ。市民の健康増進と温泉事業者支援の対
策事業です。今一つは「キャッシュレスキャンペー
ン」で、PayPayと連携し支払額の20％をポイント
還元するもの、市民の購買支援と市内の店舗事業者
を支援します。
市は、この他にも中小企業者向け家賃補助や子育
て世帯への臨時特別給付金、就学費用一部負担など、
きめ細かい対策に努めています。

（広報はなまき4/1号～ 8/15号より）�

2009年に夏号が創刊され、以来年４回春、夏、
秋、冬号と私達を楽しませてくれた花巻市の情報誌
「花日和」は、2020年の春号（44号）をもって廃刊
することが決まりました。会員の皆様も一度はご覧
になった方も多いかと思います。
「花日和」は、花巻市ならではの食、技、風景、文
化を紹介する情報誌として、首都圏や花巻市の観光
案内所などで配布されてきました。季節感あふれる
表紙、そして冒頭の宮澤賢治の作品が素晴らしい写
真とともに紹介される「ふるさとの詩」は大変印象
深かったと思います。
その他の記事内容も、「名湯に出会う、旅じかん」
では花巻近郊の温泉旅館の詳しい紹介、又「クロー

ズアップ」では、花巻で活躍
する若手の人材を紹介するな
ど、ふる里花巻を離れて長い
私達には貴重な情報でした。
特集では、特に「花巻人形」
はその素晴らしさを教えてく
れただけでなく、多くの人形
を楽しませて頂きました。
大変クオリティーの高い情
報誌で、再刊されることを願
うと共に制作にあたった編集
部の皆様に感謝申し上げます。
� 　（花日和2020/3春号より）

JAいわて花巻は５月29日第
22回通常総代会を開催し、任期
満了に伴う役員改選で髙橋勉代
表理事組合長が退任、新たに花
巻市桜町の伊藤清孝氏が就任し
ました。
伊藤組合長は、就任のご挨拶
で、JAいわて花巻は平成20年５
月の広域合併以来の大きな転換

期を迎えており、令和２年３月から施設再編や営農

センター構想に取り組んでいることを説明。又、JA
への結集力をより強固なものにするため、「出向く活
動」による関係強化に加え、新型コロナウイルス感
染症拡大に対応した支援策を講じるなど、「結集力・
つながり強化」と共同組合運動の実践により、この
難局を乗り越えて行くことを表明しました。
なお、この通常総代会において、理事27名、監事
６名が選任され、伊藤新組合長のもとで新体制がス
タートすることになりました。役員の任期は３年と
のことです。� （ぽらーの花巻６月号より）

≪はなまき　あれこれ≫

花巻市の「リノベーションまちづくり」への取組み

花巻市における新型コロナ感染症対策

残念な花巻市の情報誌「花日和」廃刊

JAいわて花巻 代表理事組合長に伊藤清孝氏

Lit work place

（３）



２０２０年 10月 1日（木）在 京 花 巻 人第61号

全国高校野球選手権大会は、新型コロナウイルス
の感染拡大のため夏の甲子園大会は中止、地方大会
も中止になりました。これに伴い、各県の高校野球
連盟は代替大会の実施を決定、岩手県高校野球連盟
も独自に「令和２年夏季岩手県高校野球大会」の開
催を決定。又、東北各県の高校野球連盟は「東北地
区高等学校野球大会」の実施を決定しました。
岩手大会は、７/５まず７地区での予選がスター
ト。花巻地区は花巻農が花巻北に、花北青雲が遠野
に、花巻東が遠野緑峰に、花巻南が紫波・雫石に勝
利しそれぞれ県大会に。県大会は７/13に開始、１
回戦は花巻南が０－３で一関工に、花北青雲が２－
12で高田に敗れ、花農は５－４で水沢工に、花巻東

は13－０で大船渡東
に勝利し２回戦に。
２回戦では、花農は
４－５で一関一に敗
退、花巻東は16－０
で盛岡北に勝利。花
巻東はその後３回戦
は２－１で黒工に勝利し準決勝に進みましたが、惜
しくも盛岡大附に０－４で敗れました。
決勝は一関学院が盛岡大附を４－１で破り10年ぶ
りに県大会を制し東北大会へ。８/10東北大会の一
回戦で仙台育英と対戦し２－３で敗れました。
� （岩手日報、朝日新聞、高野連HP等から）

この３月14日、新駅「高輪ゲートウェイ駅」がオ�
ープンしましたが、開業に合わせて７月14日～９月
６日、駅前特設広場でJR東日本主催の「Takanawa�
Gateway�Fest」が開催されました。
このフェスティバルの一環で、駅前開発の工事現
場の仮囲いに花巻市の「るんびにい美術館」に所属
する知的障がい者が描いたアートを展示する「仮囲
いアートミュージアム」が話題になりました。
会報６月号でも紹介した、「るんびにい美術館」の
知的障がい者や身体に障がいを持つ人のアート作品
を商品化し販売している花巻市宮野目の「（株）ヘラ
ルボニー（代表取締役松田崇弥氏）」が「JR東日本

スタートアップ」
に持ち込んで実現
した企画とのこ
と。
作品は、「ター
ボリン」という防
水性に優れた素材
にプリントされており、５作品は終了後に洗浄・裁
断・加工され各10個のトートバックに生まれ変わる
とのこと。トートバッグは一個14,800円でネットで
販売され、収益はアーティストに還元されるとのこ
とです。� （朝日新聞７/15朝刊他より）

花巻市の太田・笹間地区で整備を進めてきた道の
駅「はなまき西南」は、８月７日（金）午前10時か
ら開所式が行われ、11時30分に一般開放されオープ
ンしました。所在地は、花巻市轟木７地割203番地、
最寄り道路は13号盛岡和賀線です。
この施設は、地域の特性を生かした賑わいの場の
創出を目的に整備されました。特に地域連携機能が
特徴的で、地元食材を使った弁当や惣菜の提供や地
域の高齢者を対象に配食サービスなど、地域を支え
る拠点施設となっています。

総工費は８億４千�
万円、建物は951.6
平米、物産館、食
堂、加工施設、道
路・観光案内所、駐
車場、トイレ、休憩
所などが整備されています。又、JAの農産物直売所
「すぎの樹」も同施設内にリニューアルオープンしま
した。帰郷の折は、是非訪ねてみたら如何でしょう
か。� （広報はなまき７/15より）

花巻市では、JR新花巻駅から宮澤賢治記念館登
り口まで「宮澤賢治アートストリート」と称し、賢
治作品をモチーフとした10基のモニュメントを設置
しています。市は、「私が感じたイーハトーブ花巻・
賢治の世界」をテーマに、５/29を期限に市内外の
18歳以上の方々から絵画、切り絵、版画などの作品
（Ａ３判横向き）を募集、一方、市内の小中高校の児
童・生徒からは８/31を期限に作品を募集しました。
これらの応募作品は作品選考会によって選定され、
今年11月～ 12月に各モニュメントのアートスペー

スに順次展示され
ます。
又、「宮澤賢治学
会イーハトーブセ
ンター」も30周年
を記念して小中高
校生の作品を宮澤
賢治イーハトーブ館に11/１～12/25（予定）の間、
「賢治さんの世界を描く絵画展」として展示します。
� （広報はなまき4/15より）

夏季岩手県高校野球大会花巻勢の活躍

高輪ゲートウェイ駅の「仮囲いアートミュージアム」

道の駅「はなまき西南」が８月７日にオープン

宮澤賢治アートストリートで募集した作品展示
モニュメントとアートスペース

（４）



２０２０年 10月 1日（木） 在 京 花 巻 人 第61号

の
バ
ン
パ
ー
に
掴
ま
っ
て
吹

張
町
の
坂
の
手
前
辺
り
ま
で

行
っ
た
も
の
で
す
、
そ
う
す

る
と
決
ま
っ
て
運
転
手
に
怒

鳴
ら
れ
て
そ
の
遊
び
は
終
わ

り
。
ま
た
、
田
ん
ぼ
の
持
ち

主
の
好
意
で
田
水
を
張
っ
て

広
い
コ
ー
ス
で
一
流
選
手
？

の
競
争
を
し
て
い
ま
し
た
。

昔
は
遊
ぶ
場
合
も
子
供
同

士
の
ル
ー
ル
が
あ
り
年
長
者

の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
い
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

豊
沢
町
は
宮
沢
賢
治
さ
ん

の
生
家
が
あ
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
が
、
青
年
団
は
年
一

回
演
劇
を
消
防
団
の
屯
所
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。
小
、
中

学
生
や
高
校
生
に
も
配
役
が

回
っ
て
く
る
場
合
も
あ
っ
た

の
で
楽
し
み
で
し
た
。
記
憶

に
残
る
演
劇
の
中
で
「
注
文

の
多
い
料
理
店
」
の

最
後
に
、
目
が
覚
め

た
ら
頭
に
木
の
葉
が

乗
っ
か
っ
て
お
り
、

化
か
さ
れ
た
こ
と
に

気
づ
く
シ
ー
ン
は
名

演
技
で
し
た
。

春
夏
秋
冬
、
遊
び

に
遊
ん
で
い
た
の
で

す
が
、
豊
沢
町
で
は

小
学
校
三
年
生
以
下

は
「
ゴ
マ
コ
」
と
称

し
、
い
わ
ゆ
る
二
軍

扱
い
。
チ
ー
ム
に
分
け
る
遊

び
を
す
る
場
合
「
ゴ
マ
コ
」

は
自
分
が
好
き
な
方
に
ど
う

ぞ
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
子
供
心
に
上
級

生
は
強
い
な
ー
と
か
、
尊
敬

す
る
な
ー
と
思
っ
て
い
た
も

の
で
す
。

ち
な
み
に
、「
昭
和
二
十

年
代
の
子
供
の
遊
び
」
を
調

べ
て
み
る
と
、
ゴ
ム
跳
び
、

ケ
ン
パ
ー
、
お
手
玉
、
竹
返

し
、
お
は
じ
き
、
あ
や
と

り
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
紙
芝

居
、
石
蹴
り
、
面
子
、
ビ
ー

玉
、
竹
馬
、
コ
マ
回
し
、
缶

蹴
り
、
ベ
ー
ゴ
マ
、
三
角

ベ
ー
ス
、
肉
弾
（
棒
倒
し
の

変
形
）、
馬
跳
び
等
々
、
さ

て
、
貴
方
は
何
を
し
て
い
ま

し
た
か
。

と
し
ゃ
ご
ん
ず
子
供
会
の

行
事
や
遊
び
な
ど
の
今
昔

思
い
出
コ
ー
ナ

思
い
出
コ
ー
ナ
ーー

思
い
出
コ
ー
ナ
ー

　
髙
橋
　
滋
明

今
年
度
の
新
理
事
が
決
ま

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
渦
中
、
神
経
を
使
っ
た
理

事
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。年

齢
差
が
あ
る
理
事
間
で

色
々
な
議
題
を
討
議
し
て
い

ま
す
が
、
昔
は
こ
う
だ
っ

た
、
今
は
こ
う
だ
、
と
い
う

話
が
良
く
出
ま
す
。

話
題
の
一
つ
に
、
四
日

町
や
一
日
市
の
子
供
達
は
、

あ
っ
ち
町
で
は
豊
沢
川
で
水

泳
ぎ
な
ど
を
し
て
い
る
そ
う

だ
、
と
い
う
こ
と
で
見
に

行
っ
た
ら
、
川
が
き
れ
い
で

羨
ま
し
く
思
っ
た
そ
う
で

す
。そ

こ
で
、
ま
ず
は
身
近
な

「
子
供
会
の
行
事
や
遊
び
な

ど
の
今
昔
」
を
探
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

出
生
率
の
減
少
が
言
わ
れ

て
久
し
く
上
昇
が
望
め
る
環

境
の
変
化
は
な
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。
花
巻
小
学
校
の
生

徒
数
は
、
校
歌
で
唱
わ
れ
て

い
た
よ
う
に
「
二
千
五
百
の

健
児
ら
よ
・
・
」
で
、
現
在

は
三
百
人
を
切
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
小
学
校
は
若
葉
小

学
校
、
桜
台
小
学
校
と
三
校

に
は
な
っ
て
ま
す
が
そ
れ
で

も
少
な
い
で
す
ね
。

私
は
昭
和
十
八
年
生
ま
れ

で
、
豊
沢
町
（
と
し
ゃ
ご
ん

ず
）
の
子
供
会
に
入
っ
て
い

ま
し
た
が
、
豊
沢
町
は
、
今

の
岩
手
銀
行
上
町
支
店
か
ら

豊
沢
川
ま
で
の
区
間
で
い
っ

ぱ
い
友
達
が
居
ま
し
た
。

当
時
は
兄
弟
が
三
、
四
人

は
普
通
で
、
一
番
多
い
の
は

十
二
人
兄
弟
の
人
が
い
た
の

を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
花
巻
の
子
供
会
の

行
事
に
つ
い
て
地
元
の
人
か

ら
聴
い
て
み
る
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

主
催
の
行
事
が
多
く
、
朝
の

ラ
ジ
オ
体
操
、
火
の
用
心
の

町
内
見
回
り
、
み
ず
き
花
団

子
作
り
、
壁
新
聞
作
り
、
ス

ケ
ー
ト
な
ど
昔
と
変
わ
ら
な

い
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
が
、
何
し
ろ
子
供
が

少
な
い
の
で
い
ろ
い
ろ
な
工

夫
と
町
内
間
の
協
力
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
し
て
行
う
野
球
大
会
は

花
小
と
大
迫
小
と
の
合
同

チ
ー
ム
、
サ
ッ
カ
ー
は
花
小

と
若
葉
小
と
の
合
同
チ
ー
ム

に
編
成
し
競
技
し
て
い
る
と

聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。

今
の
子
供
た
ち
は
室
内
で

の
ゲ
ー
ム
が
盛
ん
だ
な
あ
、

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
宮

沢
賢
治
さ
ん
の
母
校
で
あ
る

花
巻
小
学
校
で
は
九
月
の
賢

治
祭
に
お
い
て
賢
治
作
品
の

朗
読
や
合
唱
、
童
話
劇
な
ど

を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
特
記

す
べ
き
点
で
す
。

昔
は
町
内
対
抗
の
野
球
大

会
が
盛
ん
で
、
普
段
も
大
町

や
上
町
に
試
合
を
申
し
込

み
、
小
学
校
の
校
庭
で
練
習

試
合
を
し
た
も
の
で
し
た
。

私
た
ち
が
子
供
の
頃
は

「
よ
く
遊
び
、
良
く
遊
び
」

で
、
学
校
か
ら
帰
る
と
遊
び

惚
け
て
い
た
気
が
し
ま
す
。

春
、
三
角
ベ
ー
ス
、
ボ
ー

ル
は
軟
式
の
テ
ニ
ス
ボ
ー

ル
、
バ
ッ
ト
は
竹
を
切
っ
た

も
の
で
、
グ
ロ
ー
ブ
を
持
っ

て
い
る
人
は
布
製
グ
ロ
ー
ブ

を
見
せ
び
ら
か
し
て
い
た
も

の
で
す
。

夏
、
豊
沢
川
で
水
泳
、
川

遊
び
。
ズ
ボ
ン
の
ベ
ル
ト
を

外
し
、
手
拭
い
を
前
後
に
ま

け
ば
準
備
万
端
、
誰
も
水
泳

パ
ン
ツ
な
ど
と
い
う
も
の
は

な
く
そ
の
姿
で
悠
々
と
泳
い

で
い
た
も
の
で
し
た
。

秋
、
広
い
町
内
、
ど
こ
に

集
ま
っ
て
何
を
し
て
い
る
か

大
体
分
か
っ
て
い
る
の
で
そ

こ
に
行
っ
て
遊
ぶ
わ
け
で

す
。
バ
ッ
タ
（
面
子
）、
ガ

ラ
ス
玉
、
ベ
ー
ゴ
マ
回
し
、

缶
蹴
り
な
ど
を
や
っ
て
い

ま
し
た
。
ベ
ー
ゴ
マ
回
し
で

は
、
五
、
六
年
生
は
鉄
製
の

コ
マ
に
鉛
を
張
り
付
け
て
重

く
し
「
俺
の
コ
マ
は
強
い
」

と
胸
を
張
っ
て
い
ま
し
た
。

冬
、
ス
ケ
ー
ト
が
一
般
化

す
る
前
は
下
駄
に
カ
ス
ガ
イ

を
打
ち
付
け
た
「
カ
ス
ゲ
」

で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
当

時
の
バ
ス
は
木
炭
バ
ス
で
ス

ピ
ー
ド
が
出
な
い
の
で
後
ろ

ゴム跳び

（５）
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ま
し
た
。
2
頁
に
各
議
題
の

説
明
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

令和２年在京花巻人会・ふるさと会の行事予定
開 催 日 地 区 名 内　容 会場・等

10月９～11日 花巻観光協会 岩手県花巻市フェア：延期（日時未定） イトーヨーカドーアリオ川口店
10月30～１日 花巻観光協会 岩手県花巻市フェア：延期（日時未定） イトーヨーカドーアリオ赤羽店
11月12～17日 花巻観光協会 いわて銀河ドリームラインフェア 大宮駅西口
11月28日 在京花巻人会 第26回歩こう会：３月に延期（日にち未定） 下谷→三ノ輪→北千住�等

１．令和２年度会費納入のお願い
　在京花巻人会の運営にご協力を賜りありがとうご
ざいます。
　花巻人会は会員の皆様からの会費で運営させて頂
いています。会費は「花巻人のつどい」「会報の発行」
「歩こう会」等に使用させて頂いています。令和２年
度の会費3,000円は６月１日付60号会報同封の振込
取扱票（手数料不要）で最寄りの郵便局より下記の
口座にお振込み頂きますようお願い申し上げます。
� 在京花巻人会会長　瀬川紘一

口座名義　　　在京花巻人会
口座記号番号　00240-6-111794

２．�令和２年度の会費納入のお礼と納入状況
　２年度の会費納入金額は８月末現在224名672,000
円でした。会員皆様のご理解とご協力に感謝とお礼
を申し上げます。
� 会計担当　髙橋良光　板垣雅子

会費納入のお願いと納入状況の報告

会　　長� 瀬川　紘一
副 会 長� 畠山　　秀
副 会 長� 高橋千代吉
副 会 長� 高橋　良光
理　　事� 板垣　雅子
理　　事� 梅津　　豊
理　　事� 菊池美津子
理　　事� 小池　拡子
理　　事� 佐々木健一
理　　事� 瀬川　貴範
理　　事� 高橋　滋明
監　　事� 照井　春男

令和２年度は以下の役員で活動を行ってまいります。
よろしくお願いします。

監　　事� 照井　　稔
理　　事� 畠山　　真
理　　事� 福井　重雄
理　　事� 松村扶恵子
顧　　問� 佐々木孝二
常任幹事� 石黒　新子
常任幹事� 高橋　宰子
常任幹事� 千葉百合子
常任幹事� 眞智　悦子
常任幹事� 松田　文男
常任幹事� 山口　妙子

令和２年度役員

ま
す
の
で
、
ご
承
認
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

５月に予定していた第27回歩こう会は、新型コロナ
のため11/28に延期していましたが、この秋も感染の心
配が続くようなので来年の３月（日時未定）に再延期致
しました。
ただ、第27回は東北人に馴染みのある「上野駅」か
ら北、「下谷から北千住」まで、折角ですので自粛期間
中何度も下見したコースを紙面上でご紹介します。空想
の中で行ったつもり、歩いたつもり、想像を巡らせる
か、近所の散歩道に置き換えて、歩いて見るのはいかが
でしょう？
今回は東西約２キロ、南北に約2.5キロ、ふるさと花
巻に置き換えると花巻市街がすっぽり入る範囲です。１
マスがヨコ200ｍ、タテ300ｍ、将棋のマス目を通した
名所旧跡を紹介します。
コース図の南西から東北方向に、実際に歩くと約７キ
ロ程度、名所旧跡を訪ねる約４時間～５時間の旅とな
ります。何度もコースを歩いてみましたが、歩く度に
様々な歴史がその土地土地に存在することを改めて感じ
ました。
�このコースを花巻人会の皆様と親交を深めながら歩く
日が来ることを願っています。� 理事　梅津　豊

歩こう会歩こう会歩こう会歩こう会第27回 「下谷～三ノ輪～北千住まで
　樋口一葉ゆかりの下町散歩」編について
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